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図表 消費者物価指数 評価ポイント

今回の結果

 全国の消費者物価指数（生鮮除く総合）は前年比
▲1.7％と、先月の同▲2.2％から下落幅が縮小。

 《縮小要因》 昨年の石油価格高騰の反動から、今年
5月以降大幅に下落してきたが、その影響が縮小。石
油製品は前年比▲8.4％と前月（▲19.8％）から下落
幅を大幅に縮小させた。

基調判断

 食料・エネルギーを除くCPI（前年比）の低下が継続して
おり、物価は下落基調。

 家事用耐久財（冷蔵庫等）、教養娯楽用耐久財（TV、
PC等）などで価格下落が続いている。

先行き見通し

 生鮮除く総合指数でみれば、石油価格高騰の反動か
らの下落圧力は、徐々に弱まっていくと見込まれる。し
かし、需給バランスの悪化による下押し圧力は、幅広
い品目に波及しており当面続く可能性が高い。
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